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輸血や臓器の移植を受けたことがある方

この6ヵ月以内に下記に該当することがある方

渡航歴について

この3日間に出血を伴う歯科治療（抜歯・歯石除去等）を受けられた方

エイズ感染が不安で,エイズ検査を受けるための方

梅毒,Ｃ型肝炎,マラリア,シャーガス病注）にかかったことがある方

・海外から帰国（入国）して4週間以内の方

・昭和55年（1980年）以降,ヨーロッパ・サウジアラビアに
　一定期間滞在された方（国名・期間等は受付におたずねください）

・不特定の異性または新たな異性との性的接触があった

・男性どうしの性的接触があった

・麻薬、覚せい剤を使用した

※ 上記に該当されない方でも、検診医の判断で献血を
   ご遠慮していただくことがあります。

※ 医薬品を服用されている方は、必ず検診医にお申し出ください。

注）シャーガス病は中南米地域においてサシガメ（昆虫）が媒介する感染症です。
　　中南米居住歴のある方は検診医にお申し出ください。

ヒト由来プラセンタ注射薬を使用したことがある方

６ヵ月

（a） 不特定の異性または新たな異性との性的接触

（ｂ） 男性の方：男性との性的接触

（ｃ） 麻薬、覚せい剤を使用した

（ｄ） （a）～（c）該当者との性的接触

  献血へのご協力に心から感謝いたします。

献血していただいた血液は、輸血や分画製剤として患者さんの治療に用いられます。
患者さんが安心して輸血を受けられるように安全な献血をお願いします。

献血に際して取得した皆様の個人情報は、血液センターにおいて厳重に管理されます。

      　このチラシをよくお読みいただき、内容を了承されたうえで、献血受付にお進みください。



血色素量 濃度

次の検査を実施し、血液製剤の基準に適さないと判断した場合は輸血に使用しません。

  
採血に伴う副作用が生じることがあります。
採血中や採血後に、気分不良、吐き気、めまい、失神などが約0.9％（1/100人）の頻度で発症し、
まれに失神に伴う転倒が発生することがあります。また、針を刺すことによる皮下出血が
約0.2％（1/500人）、神経損傷（脱力や痛み）が約0.01％（1/10,000人）の頻度で発生します。

　血液型（ABO型、Rｈ型等）、不規則抗体、梅毒、B型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルス、エイズウイルス（HIV）、
　ヒトTリンパ球向性ウイルス-1型（HTLV-1）、ヒトパルボウイルスB19、ALT（肝機能）等

・血液型や輸血副作用の検査・研究のため、赤血球型、白血球型、血小板型及び血漿蛋白の
　遺伝子検査を実施する場合があります。
　なお、その他の遺伝子検査をご本人の承諾を得ずに行うことはありません。

・血液製剤の品質管理や輸血用の検査試薬製造のために使用することがあります。

お読みください

以下の内容をよくお読みになり、ご了承のうえ、献血申込書（診療録）にご記入ください。

過ごし方

献血していただいた血液は

血液の一部は少なくとも11年間冷凍保存し、輸血副作用・感染症などの調査のために使用します。

・輸血の有用性、安全性及び検査サービスの向上を目的とした研究のために血液を使用することが
　あります。

献血後に高所作業や激しいスポーツ、自動車の運転等をされる方は献血前にお知らせください。
特に乗り物の運転をされる方は、献血後に十分な休憩（30分以上）を取っていただく必要があります。

採血中に気分不良やめまいを起こした場合は、直ちに職員にお知らせください。また、採血後に
同様の症状を起こした場合は転倒を防止するために、すぐにしゃがむか横になってください。

針を刺した時に、強い痛みがある場合や痛みがいつまでも続く場合は、直ちに看護師、医師に
お知らせください。また、皮下出血等も我慢せずにお知らせください。

採血針を刺した箇所に針跡が残ることがあります。

献血によって健康被害が生じた場合に医療費等を補償する献血者健康被害救済制度が設けられています。
詳しくは血液センター職員にお尋ねください。

献血血液は、医療機関で血液を必要とする患者さんのもとへ届けられますが、以下のように
有効利用させていただくことがあります。




